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の
二
人
に
一
人
、
女
性
の
三
人
に
一
人
は
が
ん
で
亡

く
な
る
今
日
、
が
ん
診
療
に
対
す
る
質
の
高
い
医
療

の
必
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
、が
ん
の
治
療
に
は
長
い
時
間
を
要
し
、

そ
の
間
、い
ろ
い
ろ
な
手
段（
手
術
療
法
・
薬
物
療
法
・

放
射
線
療
法
・
精
神
的
支
援
・
社
会
的
支
援
等
）を
駆

使
し
て
、支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
一
連
の
治
療
は
、
芦
屋
病
院
の
み
で

完
結
す
る
の
で
は
な
く
、
他
の
医
療
施
設
と
、
有
効

か
つ
効
果
的
な
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
は
、他
の
医
療
施
設
の
理

解
と
協
力
が
必
須
で
あ
り
、
こ
の
医
療
連
携
の
推
進

を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
当
院
の
が
ん
診
療
機
能

の
拡
充
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
積
極
的
に
当
院
を
利
用
し
て

い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
一
層
の
ご
支
援
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

九
月
一
日
付
け

で
、
芦
屋
病
院
の

副
院
長（
外
科
）と

し
て
着
任
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た

小
関
萬
里
で
す
。

　

専
門
は
消
化
器
外
科
・
内
分
泌
外
科
で
す
が
、前
住

地
の
呉
医
療
セ
ン
タ
ー
が
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点

病
院
の
指
定
を
受
け
、
ま
た
全
が
ん
協
加
盟
施
設
で

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
主
に
が
ん
を
対
象
と
し
た
臨

床
試
験
や
が
ん
登
録
の
整
備
・
拡
充
な
ど
の
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

芦
屋
病
院
は
、本
年
度
か
ら
運
営
形
態
が
変
わ
り
、

こ
れ
を
機
に
よ
り
質
の
高
い
医
療
の
提
供
を
目
指
し
、

各
部
門
で
の
ハ
ー
ド
面
や
ソ
フ
ト
面
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
皆
さ
ん
の
周
知

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

が
ん
診
療
に
お
い
て
も
、例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
や
、日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
一
位
を
占
め
、男
性
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　家庭に眠る不用品や手作り品を有効活用するこ
とで、ごみの減量化や資源保護に対する関心を高
めていただくことを目的として、フリーマーケッ
トを開催します。
���　９月27日（日）午前10時～午後３時
　　　　　　　　　　　　　　　　<雨天中止>
���　ＪＲ芦屋駅北側ペデストリアンデッキ
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昭
和
五
十
一
年
、大
阪
大
学
医
学
部
卒
業
。

大
阪
大
学
医
学
部
第
一
外
科
入
局
。昭
和
六
十

年
か
ら
香
川
医
科
大
学
第
二
外
科
に
赴
任
。そ

の
間
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
で
、代
謝
・
栄

養
の
研
究
を
行
う
。平
成
十
一
年
か
ら
は
、国

立
呉
病
院（
現
在
の
国
立
病
院
機
構
呉
医
療

セ
ン
タ
ー
・
中
国
が
ん
セ
ン
タ
ー
）で
外
科
診

療
や
臨
床
研
究
に
従
事
。同
セ
ン
タ
ー
外
科
系

診
療
部
長
を
辞
し
、九
月
一
日
か
ら
、芦
屋
病

院
副
院
長（
外
科
）に
着
任
。

�
�
�
》　

大
阪
大
学
臨
床
准
教
授
・
日
本
外
科

学
会
認
定
指
導
医
・
日
本
消
化
器
外
科
学
会

認
定
指
導
医
・
日
本
消
化
器
病
学
会
認
定
医

・
日
本
肝
臓
学
会
専
門
医
・
日
本
が
ん
治
療

認
定
医
機
構
暫
定
教
育
医
・
同
が
ん
治
療
認

定
医
・
消
化
器
が
ん
外
科
治
療
認
定
医
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�������
三条デイサービスセンター、アクティブライフ山芦屋、西山
郵便局、芦屋病院、和風園、あしや聖徳園、朝日ケ丘集会所、
コープミニ東山、東山郵便局、アクティブライフ芦屋
�������	�
前田集会所、コープミニ西芦屋 、市民センター・社会福祉協議
会、ＪＲ芦屋駅、ラポルテ市民サービスコーナー、大原集会
所、男女共同参画センター、ロングライフ芦屋、上宮川文化
センター、翠ケ丘集会所

���������	��
市役所北館受付、くらら芦屋、体育館・青少年センター、芦屋税務署、芦屋警察署、
商工会、芦屋健康福祉事務所（芦屋保健所）、茶屋集会所、春日集会所、若宮集会所、
打出教育文化センター、あしや市民活動センター
�������	�
ハートフル福祉公社、芦屋ケアセンターそよ風、竹園集会所、図書館、美術博物館、
谷崎潤一郎記念館、西蔵集会所、エルホーム芦屋、打出集会所、あしや喜楽苑、グルメ
シティ芦屋浜店、潮見集会所､浜風集会所、海浜公園プール、コミュニティー・プラザ
（市営住宅・県営住宅）、さくらの園、マイライフ芦屋、愛しや、浜風の家、総合公園

���������	
��
�������	������������ !"�#$%����&'����()*&+��

�芦屋健康福祉事務所では、「新型インフルエンザ健康相談窓口」を設置して、市民の
皆さんの新型インフルエンザに関する問い合わせに対応しています。
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　正しい予防の基本は、うがいや手洗いの徹底・マスクの着用です。手洗いはせっけん
で15秒以上洗い、流水でよく流します。 また、「せきエチケット」を心掛けましょう。
　感染防止には、たくさんの人が集まる場所などへの外出を控えることも大切です。
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■せき・くしゃみのあるときは マスクをします。
　マスクがない場合は 、ティッシュなどで 口と鼻を
　おおいます。
■鼻汁・たんを含んだティッシュは、ごみ箱に捨て
　その後は、よく手を洗いましょう。
■せきをしている人に、マスクの着用をお願いしましょう。
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※土・日・祝日を除く  午前９時30分
　　　　　　　　　　　～午後４時30分
※書店では取り扱っていません。
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���　11月27日（金）午後６時～（５時15分開場）
���　ルナ・ホール　����　指定席 3,500円・
自由席 3,000円※当日3,500円（自由席のみ）　���
観世銕之丞・観世喜正・長
山禮三郎ほか　����
�����市民センター
事務所・グリル業平・市役
所売店・ローソンチケット
（10月15日発売開始予定）
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　　平成20年度の地方税法改正により、今まで納付書や口座振替で納付してい
た個人住民税を、10月支給分の年金から、あらかじめ引かせていただく特別
徴収制度が始まります。　この制度は…
　■年金受給者が、納期の度に金融機関等へ出向くことを省くことができる。
　■納期が年４回から６回になり、１回あたりの負担額が軽減されます。
　■市町村における徴収の効率化を図る。　
　という観点から導入されたものです。
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　　今年は制度導入初年度ですので、１年間の税金のうち２分の１を納付書で
（６月および８月納期）、10月から残り２分の１を年金からの特別徴収（10月・
12月および翌年２月）とさせていただきます。
　　これは、社会保険庁からの年金支払報告書が１～２月に届くことや、また
確定申告が３月に行われることなどから、住民税の算定が６月になることに
よるものです。したがって来年度以降は、４月～８月までの上半期は仮特別
徴収（前年度の下半期の特別徴収税額と同額）を行い、下半期（10月～２月）に
おいて年税額との調整をした特別徴収となります。

　　年金所得に係る住民税は、年金からの特別徴収が開始することにより給
与からの天引きができなくなります。
　　したがって、給与に係る住民税は、従来どおり給与から
　天引きされますが、年金に係る住民税は、年税額の２分の
　１を納付書でお納めいただき、残り２分の１を10月から
　特別徴収させていただくことになります。
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　　特別徴収の対象となるかたは、老齢年金や公務員共済年金
などのいわゆる公的年金の受給者で、65歳以上のかたが対象
となります。ただし、障がい年金や遺族年金の受給者のかた、
あるいは年金の年額が18万円未満のかたや、支給額が住民税
よりも低く引き切れないかたなどは対象となりません。
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　　住民税においては選択できません。国民健康保険や後期高齢者医療保険
で選択ができるようになったのは、保険料を一律に特別徴収すると、所得税
や住民税を算定する際の社会保険料控除が受けられなくなるかたが発生し、
結果的に税負担が増えることになるからです。
　　したがって、そのような控除を適用した後の住民税については、支払い方
法により税負担が変わることはありません。
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　平日（月～金曜日）　午前10時～午後７時
　土曜・日曜・祝日　午前10時～午後５時
����　９月17日（木）
�����　住民票の写し・印鑑証明書・戸
　籍全部・個人事項証明書・外国人登録原票
　記載事項証明書・市民税県民税課税証明
　書・固定資産課税台帳記載事項証明書など
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�９月27日（日）９時 ～ 17時　�＆�納税
相談・納税 ※北館地下１階・警備室で手続
き後に右記窓口へ　�収税課（�38-2014）

�������	�
��
���
�10月５日（月）10時～12時・13時～16時
�所得税（譲渡）・相続（贈与）税・法人税・
消費税等の相談　�＆�芦屋納税協会
（�31-5318）

�������	
��
���
�特定不妊治療（体外受精・顕微授精）を
受けた夫婦に、治療１回につき上限15万
円、年度２回まで（通算５カ年度が限度）
を助成　�県内に在住し、法律上の婚姻
をしている夫婦で、指定医療機関で特定
不妊治療を受けられたかた※夫婦合算し
た前年所得額が730万円未満で、治療終了
後３カ月以内であること　�＆�芦屋健
康福祉事務所（�32-0707）

�������	
��
�９月18日（金）13時30分～15時　�美術
博物館講義室　�加藤純子（歌）・沖倫
子（ピ ア ノ）・I LOVE ASHIYA　�500円
（観覧料含む）※歌集をお持ちでないかた
は歌集代1,000円（『愛唱名歌』野ばら社）
�＆�美術博物館（�38-5432）

�������	
�
�＆�保健センター（�31-1586）
�������	�
�①10月７日（水）②14日（水）13時30分～
15時30分　�医師会医療センター　�①
講演「小児ぜんそくの予防と治療」②講演
「ぜんそくを予防する日常生活の環境整備
について」※ダニ検査希望者は、受付時に
上記へ（検査セットを送付）　�30人<要
予約>（１歳以上託児あり・先着10人）　�
①かわもり小児科・河盛重造医師
��������	
��
��
�10月21日（水）10時～11時30分　�保健
センター　�バランスの良い食事って？
～お弁当で考えよう！（グループワーク
と試食）　�２歳～未就学児の保護者15
人<要予約>（１歳以上託児あり）

�������	
��
����
�①10月８日（木）②10月22日（木）10時～
11時30分　�みんなで楽しい絵本のある
子育て①愛情を声にのせて～生の声のちか
ら②ことばをはぐくむ～ことばのちから　
�20人・乳児同伴可<一時保育>２歳以上就
学前の幼児、先着８人・１人300円※10月２
日（金）までに要予約　�講座名・住所・氏名
・電話（ファクス）番号、一時保育希望の子
どもの名前・年齢（月齢）を記入し、はがき・
電話・ファクス、または窓口へ　�＆�男
女共同参画センター（�38-2023/�38-2175/
〒659-0092 大原町2-6 ラ・モール芦屋２階）

��������
�10月14日・21日（水）①10時～12時②13時
～15時<全２回>　�①ワードで年賀状と
ポチ袋②ワードでカレンダー※Windows 
XP・Word2003・Excel2003使用　�各回、
全日受講可能なかた６人（②は60歳以上）
�1,000円　�はがきに、希望教室名（１教
室１枚）・郵便番号・住所・氏名・年齢・電話
番号を明記し、９月30日（水）<必着>まで
に右記へ　�＆�上宮川文化センター
（�22-9229/〒659-0061 上宮川町10-5）
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�10月15日（木）・16日（金）10時～17時
�消防庁舎３階多目的ホール　�60人
�4,000円　�証明用写真２枚（縦3.5㎝×
横2.5㎝）　�９月24日～10月９日（平日
の執務時間内）　�消防本部予防課（�
38-2098）
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�／保険医療助成課保険担当　�38-2035
�������	
����
������
���������
／保険医療助成課医療助成担当　�38-2037
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   ／高年福祉課介護保険担当　�38-2046
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